
　接合部設計基準

壁を接合部Ⅰで補強し評点を満たした時点で「出力→耐震」を実行し、Ｎ値を計算する。
接合部Ⅰで設計できるかＮ値と階高をもとに検討する。

　　　　　　　　　　Ｎ値
中間柱（管柱）　2.8
隅柱（出隅）　　 2.8

左記の数字以下である
接合部Ⅰのまま

HD金物が使えるか？ 接合部Ⅱに変更

上記の数字を超えている

No　使えない

Yes　使える

接合部Ⅰのまま。ただし、引抜力を計算し、
該当するホールダウン金物等をつける。

○引抜力が25kNを超えた場合は接合部Ⅱとして設計する。

階高2.7mの場合

＜手順①＞

＜手順②＞

＜手順③＞

下記耐力については、MDFかべつよし/モイスかべつよしに同梱されているてもとせーこ金物を設置した
場合になります。
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